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カテゴリー分類の理由・解析

抗菌･抗ウイルス分野 抗菌性試験 Ｌ１９０２ 繊維製品の抗菌性試験方法及び抗菌効果 ８．１　菌液吸収法
８．２　トランスファー法
８．３　菌転写法

抗菌加工を施した繊維製品の細菌に対す
る高湿下の抗菌性を、抗菌活性値によって
評価する。

Ⅲ定量試験Ｂ 試験者の技量、接種菌株の生物学的性状等に
よる不確定要因による変動があり、これら試験
方法の特性に起因した変動要因により、第Ⅱ
類「定量試験Ａ」には分類できない。

抗菌･抗ウイルス分野 抗菌性試験 Ｌ１９０２ 繊維製品の抗菌性試験方法及び抗菌効果 ８．４　ハロー法 ハローの有無によって評価する。 Ⅰ定性試験 試験結果は、ハローの有無で判定する定性試
験であるため不確かさ評価を必要としない。

抗菌･抗ウイルス分野 繊維製品の抗ウイルス性試験 Ｌ１９２２ 繊維製品の抗ウイルス性試験方法 １１．試験手順 抗ウイルス加工を施した繊維製品の抗ウイ
ルス性を、抗ウイルス活性値によって評価
する。

Ⅲ定量試験Ｂ 試験者の技量、接種ウイルス株の生物学的性
状等による不確定要因による変動があり、これ
ら試験方法の特性に起因した変動要因により、
第Ⅱ類「定量試験Ａ」には分類できない。

抗菌･抗ウイルス分野 抗菌性試験 Ｚ２８０１ 抗菌加工製品－抗菌性試験方法・抗菌効果 ５．試験方法 プラスチック、金属、セラミックなどの抗菌加
工製品の細菌に対する抗菌性を、抗菌活
性値によって評価する。

Ⅲ定量試験Ｂ 試験者の技量、接種菌株の生物学的性状等に
よる不確定要因による変動があり、これら試験
方法の特性に起因した変動要因により、第Ⅱ
類「定量試験Ａ」には分類できない。

不確かさカテゴリー分類結果一覧表（抗菌・抗ウイルス分野）


